
医師を紹介します

作り方

材料 （3～4人分）

タマネギを繊維に直角にスライスする
エリンギは手で裂く、シメジは石附を切り落としてバラバラに
する
鶏ももは一口大にそぎ切りにする　それに塩胡椒少々　
鶏もも肉を炒める　（中火）
焼き色がついたらタマネギを炒める
タマネギがしんなりしたらキノコを投入する
キノコがしんなりしたらトマトを投入し強火で水分を飛ばす
（煮詰めすぎないこと）
バター 15g をレンチン 600W20 秒で溶かし薄力粉大 1 をい
れて混ぜる（洋食のトロミ付けでブールマニエという）
コンソメ小1.5　鶏ガラスープ小1　
砂糖小 0.5（2.5g）（まろやかな味にするため）塩 1 つまみ　
黒胡椒　適量
牛乳200ccをいれ最後にブールマニエをいれて混ぜる

鶏もも肉…350g 玉ねぎ…100g　（利用可能糖質 7.4g）
塩コショウ…適量
お好きなきのこ…200g（エリンギとシメジを使用）
オリーブオイル…小さじ 2
トマト缶…（1/2 缶）200g　残りは冷凍する  （利用可能糖質 7.0g）
コンソメ…小さじ 1と 1/2 鶏ガラスープ…小さじ 1
黒コショウ…適量 砂糖…小さじ 1/2　2.5g
塩…1つまみ 牛乳…200cc　（糖質　9.9g）
バター…15g 薄力粉…大さじ 1

この「健康レシピ」は、糖尿病患者様向けとなっておりますが、糖尿病が気になる方
や健康のための食事管理をされている方にもおすすめのレシピとなっております。

健康レシピ
第18回

チキントマトのクリーム煮
誤嚥性肺炎の予防について

　誤嚥性肺炎の予防は、口腔ケアが重要な役割を果たします。誤嚥性肺炎は食事や唾液などの
物質が誤って気道に入り込み、肺に到達することで引き起こされる病気です。高齢者や認知症
の患者、寝たきりの方、口腔ケアが不十分な人がリスクにさらされます。
　口腔ケアにおける予防策としては、以下の点が挙げられます。まず、歯や歯茎の健康を保つ
ために、定期的かつ適切な歯磨きを行うことが重要です。歯垢やプラークが歯に溜まると、口
腔内の細菌数が増え、それが誤嚥性肺炎の原因になる可能性があります。柔らかい毛先の歯ブ
ラシを使用し、歯間ブラシやデンタルフロスを使って歯と歯の間のプラークもきちんと除去し
ましょう。
　次に、口の中の清潔を保つために舌クリーナーを使って舌の表面の細菌を除去することも効
果的です。口腔洗浄剤やうがい薬を使って口腔内を殺菌し、口臭を防ぐことも重要です。特に
寝たきりの方や認知症の患者は、口腔ケアの援助が必要な場合があります。
　さらに、食事や水分摂取時に気をつけることも予防の一環です。姿勢を正しく保ち、ゆっく
りと噛んで飲み込むようにすることで、誤嚥のリスクを減らすことができます。また、摂取物
の温度や食べ物の調理方法にも注意を払い、誤って気道に入り込まないように工夫することも
大切です。
　最後に、定期的な口腔ケアの指導と支援を受けることが、誤嚥性肺炎の予防につながります。
歯科医師や歯科衛生士による口腔ケアや、定期的な歯科健診・
清掃を受けることで、口腔内の健康を維持し、誤嚥性肺炎のリ
スクを低減することができます。
　以上の予防策を実践することで、口腔ケアが誤嚥性肺炎の予
防にどれだけ重要かが理解できるでしょう。日常生活の中でこ
れらの習慣を取り入れ、口腔と全身の健康を守る努力を続けま
しょう。

写真1

写真2

各種委員会の紹介
各委員会の活動・取り組みについてご紹介いたします。

《Par.8》

　行動制限最小化委員会は、隔離・拘束を始めとす
る、ミトン、車椅子安全ベルト、介護衣など、患者
様の行動を抑制することを最小限に止めるために活
動を行っています。精神科病院では治療上やむを得
ず行動の抑制を必要とすることがありますが、人権
を尊重し出来る限り開放的な処遇で療養をしていた
だくために、勉強会等を通し職員の知識の習得に努
めています。
　今後も可能な限り、行動抑制のない環境で患者様

行動制限最小化委員会

が療養生活を送れるように、活動を行っていきたい
と思います。

【委員会構成メンバー】
医師、看護師、ケースワーカー、作業療法士

令和６年度第１回目院内研修内容
テーマ：法改正と行動制限

 これはリュウジのバズレシピ 7/01YouTube 放送からとりました。
牛乳とブールマニエでクリーム風にしてしまうところがポイントでしょうか。私は砂糖は抜いたの
ですが十分おいしかった。砂糖はブドウ糖と果糖が 1:1 で、出来てます。 果糖は大量に摂取すると
体のエネルギーレベルを下げたり、脂肪合成を促進したり、インスリン感受性を低下させる作用が
ありますが、上記の量は問題にならないレベルだと思います。

病棟夏祭り ( かき氷会 ) を開催しました
　当院では毎年、暑い夏の時期には「かき氷会」を
開催しています。今年もほぼすべての病棟でかき氷
会を行いました。当院には縁日などで使用するかき
氷機があり、大きい氷から削り出して作るので、患
者様の反応も良くとても好評なイベントの 1 つで
す。今年も冷たいかき氷を食べて暑い夏に涼を感じ
ることができたのではないかと思います。

　今回、第3子の出産に伴い「産後パパ育休」を利用し出産から2週間の休暇を取得しました。
　私の妻が入院した産院は「立ち合いや面会者は1人のみ」であったため、立会いした私しか面会ができず、
妻の入院中は一人で着替えの取り換えなどを行っておりました。また、保育園に通う2人の兄妹もいる
ので同時に家事と育児もする必要がありました。そのため、どうしても仕事をしながらというのは難しく、
上の子らにも寂しい思いをさせたり負担をかけたりするのではないかと思い育休制度を利用しました。
　結果として、育休制度を利用することで家事、子供の育児、産後の妻のフォローを十分にできたので
はないかと思います。休暇を取らせてもらうことで同僚に負担がかかることや、経済面での不安があり
ましたが、同僚の理解もあり本当に取得してよかったと感じました。

育児休業を取得しました！
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